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1．『所蔵作品による「20 世紀の " 線描 "―〈生成〉と〈差異〉」』東京国立近代美術館　1998 年　p.35












































3. バーの概念はエジプト特有のもので、現代語に置き換えるのは難しい。しばしば死者の頭を持つ鳥の姿で描かれ、   人間の
　魂の活動的な部分を表す。（村治笙子・片岸直美『図説　エジプトの「死者の書」』河出書房　2002 年　p.16、p.26）
4. ハンス・プリンツホルン『精神病者はなにを創造したのか　―アウトサイダー／アール・ブリュットの原点―』 林晶訳　ミネルヴァ書房　2014年　p.64



































































































　2011 年当時、 父がマレーシア半島の北西部に位置するペナン島に住んでおり、 私がはじめて
海外旅行で訪れたのがここだった。 滞在期間中は殆んど父の家に泊まっていたが、 父が一泊く
らいはホテルに泊まってみたらいいと、 ペナン島南西部のジョージタウンにあるイースタン ・ アン
ド ・ オリエンタルホテルに部屋をとってくれた。 受付を済ませ、 ベルボーイに連れられて部屋に
入ると、 昼下がりの陽光が溢れる窓辺の、 木机の下に置かれた絨毯 （図 7） が目に飛び込んで

































　 絨毯は、 過密なまでに組み上げられた精神世界だ。 私は 2012 年の夏、 トルコを訪れた際に
触れた絨毯の世界に大きな影響を受け、 現在まで制作している。 絨毯との出会い自体は、 その
前年にマレーシアのホテルで見た前述の絨毯だったが、 私はその絨毯が忘れられず、 本場で
より多くの絨毯を見てみたいと思い立ち、 トルコ旅行を計画したのだ。 日本で絨毯といえばペル
シア絨毯が主流だが、 トルコ絨毯も歴史が深い。 特に私が訪れたアンカラ財団美術館 （Ankara 
Vakıf Eserleri Müzesi）には、16 世紀から 19 世紀に作られた様々な地域のトルコ絨毯やキリム ¹² が、
多数展示されていた （図 11、 12）。 展示室内の可動式の壁と引き出しの中に、 色とりどりの絨
毯やキリムが保管されている光景は圧巻だった。 マレーシアでの体験も含め、 なぜこれほど絨毯
に魅了されるのか。 道明三保子が、 あるペルシア絨毯 ¹³ について次のように述べている。
　　　　さまざまな欲望のうごめく人生の時間を否定し、 自分を無にしてひたすら織り続ける工人た
　　　　ちの姿には、 すべてを神アッラーにゆだねるイスラム教徒の強靭な信仰のあかしを見る思
　　　　いがする。 イスラムの絨毯文様は、 神に無限の時間をささげることで、 人は神に近づくこと
　　　　ができると言うことをわれわれに教えてくれる 14。
12.　絨毯は毛足のある織物、 敷物。 織り機の上下の木枠にぐるぐると糸を巻き付け、 均等な間隔で縦糸を張る。 前後二本の縦糸
　　　を一組として扱い、 ここに横糸を結んでは切っていく。 トルコ絨毯とペルシャ絨毯では織り方が異なる。 キリムは平織りの
　　　織物の総称。 平織りは、 縦糸と横糸を交互に編み込む。
13． ロンドンのヴィクトリア ・ アンド ・ アルバート美術館の 「アルダビール ・ カーペット」 （1152.0cm × 534.0cm） についての言及。
　　　（道明三保子 「イスラムの絨毯文様」 『オリエントの文様』 （相賀徹夫編） 小学館　1992 年　p.217）
































































術は高い。しかし、 なぜ精緻な仕事による機械織りの絨毯より、 “いびつ” な手織り絨毯に惹か
17. ハーラン・カラル『キリムの世界』青山キリムハウス　2014 年　p.24
18. 草木染めの褪色による色むら。 









毯の、 執念とも言えるストイックさ、 “いびつ” さは、 その神業の中に
潜む、 名も無き職人たちの痕跡だ。 過剰なまでに積み重ねた線の
堆積が、 “いびつ” であることで、 初めて人として生きる彼らの気配
を感じることができるのだ。
「S
ス ー パ ー エ ゴ
UPEREGO」
　卒業制作の 「S
ス ー パ ー エ ゴ





切り目前の 12 月頃に描いている （図 17、 18）。 一発描きのため、
細部や完成形のイメージは事前に考えておらず、 一日数センチしか
進まなかったことも、 絨毯制作と似通っている。
　絨毯と違うのは、 明確な終わり （サイズ） を定めず、 時間切れに
なるまで描き伸ばそうと試みたことである。 手織り絨毯のいびつさに、
織り手の日々を感じるように、手がける人間、つまり私自身の記録が、
どのように変化していくのかに興味があったからである。 約 8 カ月に
及ぶ制作の間、 毎日手をかけたこの絵には、 私の日常や思考が層
のように堆積している。
　この作品は、 ジークムント ・ フロイトの 「スーパーエゴ」 （超自我） と
いう精神分析学上の概念を、 自身を監視する “塔” として自分なりに
再解釈した作品だ。 “監視の塔” というテーマに沿って積み重ねられ
た細部は、 どの部分でも “見る、 監視する” というテーマが反復され
ている。 この絵には、 日によって移り変わる人間としての姿が、 刻一
刻と記録されている。 一枚の絵画というより、 日々を刻み込んだ日記
のようなものだ。 受動的で単発の日常の記録に、 連続性を生むことは
できるのか。 ただ、 完成形がどのようなものになるのかは、 終わって
みなければ分からない。 実際の展示では、 この絵と日記を兼ねた手




























ケント紙、リトグラフ、色鉛筆　320.0cm × 64.0cm　2012 年


















の正方形（図 23）に点を配置したいくつかの図（図 24 ～図
26）を比べ、無秩序な点の配置（図 24）と、秩序ある配置（図 25、26）では、「秩序をもった
21. ハンス・プリンツホルン『精神病者はなにを創造したのか―アウトサイダー／アール・ブリュットの原点―』




100.0cm × 80.0cm × 40.0cm　2012 年
図 21　横山麻衣「呑み込んだ悪」（部分）
紙、アクリル、パステル、ペン、色鉛筆
51.5cm × 36.4cm　2011 年
図 22　横山麻衣「SUPEREGO（立体）」（部分）
リトグラフ、色鉛筆、クレヨン、糸
200.0cm × 100cm × 140cm　2012 年
図 20　横山麻衣「DAZZLER　王宮」（部分）
リトグラフ、色鉛筆







































　  太田幸夫『PICTGRAM DESIGN　ピクトグラム　[ 絵文字 ] デザイン』　柏書房　1987 年　p.20
図 28　横山麻衣「いるよ」（部分）
紙、アクリル絵の具、ペン、パステル
51.5cm × 36.4cm　2009 年
図 29　横山麻衣「落書き」（部分）
ノート、ペン






















27. ライアン アブドゥラ・ローゲル ヒュープナー共著『SIGN, ICON and PICTGRAM』星屋雅博訳
　  ビー・エヌ・エヌ新社　2006 年　p.10
28. 太田幸夫『PICTGRAM DESIGN　ピクトグラム　[ 絵文字 ] デザイン』　柏書房　1987 年　p.18


















30. ライアン・アブドゥラ、ローゲル・ヒュープナー共著『SIGN, ICON and PICTGRAM』星屋雅博訳　ビー・エヌ・エヌ新社　





116.7cm × 80.3cm　2011 年
図 34　横山麻衣「パチンコパーラー・キング　#2」（部分）
サーパス、色鉛筆
49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 33　横山麻衣「パチンコパーラー・キング　#2」
サーパス、色鉛筆

























78.8 × 109.1cm　2015 年
図 38　横山麻衣「HUMANITY　a Mother」（部分）
リトグラフ、色鉛筆　
78.8 × 109.1cm　2015 年
25
　
また図 39 は、1999 年に NTT DOCOMO が携帯電話やポケットベルのために開発した「絵
文字」である。文字だけではトーンや感情が伝わりづらいが、絵文字と組み合わせることで、
表情豊かなコミュケーションが可能になる。漫画やピクトグラムなどを参考にして作られ








31. ニューヨーク近代美術館 (MoMA) 公式ホームページ
　  https://www.moma.org/calendar/exhibitions/3639　2017 年 7 月 5 日 13 時 48 分
32. アドリアン・フルティガー『図説　サインとシンボル』越朋彦訳　研究社　2015 年　p.210
33. アドリアン・フルティガー『図説　サインとシンボル』越朋彦訳　研究社　2015 年　p.208
34. 太田幸夫『PICTGRAM DESIGN　ピクトグラム　[ 絵文字 ] デザイン』　柏書房　1987 年　p.18
図 39　栗田穣崇（NTT DOCOMO）「絵文字」　1999 年
Shigetaka Kurita, NTT DOCOMO. Emoji (original set of 176). 1998-99. Software and digital image files. Gift of NTT DOCOMO Inc., Japan
図 40　パウル・クレー「エロス」
紙、鉛筆、グワッシュ、水彩




























































236.4cm × 218.2cm　2016 年
図 43　横山麻衣「Case #2　夜明山」
紙、色鉛筆、クレヨン、リトグラフ、糸


























り絨毯の制作工程を連想した。色糸を、「結ぶ / 切る」「結ぶ / 切る」「結ぶ / 切る」とい
43. リチャード・バクストン『ビジュアル版　ギリシア神話の世界』池田裕、古畑正富・服部厚子・池田太郎共訳
　  東洋書林　2007 年　p.92
44. 山本基インタビュー「山本基　しろきもりへ―現世の杜・常世の杜―」　彫刻の森美術館（http://www.hakone-oam.or.jp/
　  specials/2012/yamamoto_motoi/）2017 年 7 月 11 日
45. 山口裕美『パワー・オブ・ジャパニーズコンテンポラリーアート』　アスキー　2008 年　p.147
46. ロザリンド・クラウス「見る衝動 ( インパルス ) ／見させるパルス」『視覚論』（ハル・フォスター編）榑沼範久訳
　  平凡社　2007 年
47. ロザリンド・クラウス「見る衝動 ( インパルス ) ／見させるパルス」『視覚論』（ハル・フォスター編）榑沼範久訳
     平凡社　2007 年　p.81
図 46　山本基「迷宮」

















1962 年 8 月 2 日Ⅱ
図 48　パブロ・ピカソ
「マネにもとづく『草上の昼食』のための習作」
1962 年 8 月 2 日Ⅰ
図 47　横山麻衣「海と潮」
サーパス、色鉛筆



















48. ロザリンド・クラウス「見る衝動 ( インパルス ) ／見させるパルス」『視覚論』（ハル・フォスター編）榑沼範久訳
     平凡社　2007 年　p.106
図 50　横山麻衣「現実」( 部分 )　




49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 51　横山麻衣「Twilight Zone」　
サーパス、色鉛筆、カッティングシート
49.0cm × 50.0cm　2016 年





































　  ではないかとされている（大和岩雄『魔女はなぜ人を喰うか』　大和書房　1996 年　p.217、218）。
51. 地母神キュベレーは、「豊満な母性神として専ら生育と畜殖を」司っている。（呉茂一『ギリシア神話』　新潮社　1969 年　p106）
図 53　「エフェソスのアルテミス」　
大理石　約 170cm　125 年～ 175 年
トルコにて筆者撮影　2012 年
図 55　「エフェソスのアルテミス」（胴体）　
大理石　約 170cm　125 年～ 175 年
トルコにて筆者撮影　2012 年
図 54　「エフェソスのアルテミス」（胸部）　

















いう作品だ。ひし形の下半分（図 58）には、弟が生まれた 1993 年 7 月 30 日から、この























78.8 × 109.1cm　2015 年
図 58　横山麻衣「HUMANITY　playboy」（下部分）
リトグラフ、色鉛筆　
78.8 × 109.1cm　2015 年
図 57　横山麻衣「HUMANITY　playboy」
リトグラフ、色鉛筆　

































































































板、テンペラ、金箔　450.0cm × 290.0cm　1285 年





















図 70　横山麻衣「Eyes on you」
















































キャンバス、油彩　220.0cm × 515.0cm　1963 年
図 72　バスティアン・シュウィンド「デモンストレーション」
インクジェットプリント　132.5cm × 83.0cm　2015 年
図 73　バスティアン・シュウィンド「デモンストレーション」（左上部分）














































サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 76
横山麻衣「ここは狂信者のためのジム」（右上部分）
サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 77
横山麻衣「ここは狂信者のためのジム」（右上部分）











































ケント紙、リトグラフ、色鉛筆　65cm × 45cm　2014 年
図 79　横山麻衣「砂漠と夜」（左部分、主線のみ）



































































































ケント紙、リトグラフ、色鉛筆、マーカー　79.0cm × 95.0cm　2016 年
図 86　横山麻衣「Twilight Zone」　




































28.0cm × 36.0cm　いずみ紙、リトグラフ　2016 年
図 89　横山麻衣「ナルシス♡ドッグ」（左下部分）　
28.0cm × 36.0cm　いずみ紙、リトグラフ　2016 年
図 90　横山麻衣「スパム・ピープル」
30.0cm × 40.0cm　サーパス、色鉛筆　2016 年
図 91　横山麻衣「スパム・ピープル」（左端中央部分）































































ね合わせた。「夜花火」の全体の大きさは 195cm × 255cm だが、これは大きな一枚の支持















195.0cm × 255.0cm　サーパス、色鉛筆　2017 年
図 96　色鉛筆の筆跡
横山麻衣「夜花火」（中央下部分）
















　  て綴織りされた壁掛けのことを呼んでいる」。　中井貞次『タピスリーの美』淡交社　1979 年　p190
69. 中井貞次『タピスリーの美』淡交社　1979 年　p192
70. 高橋明也「近世のタピスリー芸術 ―絵画と工芸のはざまで」『織りだされた絵画　国立西洋美術館所蔵 17-18 世紀タピ
　  スリー』（高橋明也編）　国立西洋美術館　2003 年　p10
71. 中井貞次『タピスリーの美』淡交社　1979 年　p192
72. 高橋明也「近世のタピスリー芸術 ―絵画と工芸のはざまで」『織りだされた絵画　国立西洋美術館所蔵 17-18 世紀タピ



















































































82. 第 2 回以降の測量は、間縄と鉄鎖を用いて行われている。渡辺一郎、鈴木純子『伊能忠敬の地図を読む　改訂増補版』　
　  河出書房　2010 年　p27





　図 103 は、「伊能図」の一つ「大図第 100 号　富士山」で、富士山とその周辺を俯瞰し
た地図だが、「伊能図」自体は図 104 のように、大図 214 枚、中図 8 枚、小図 3 枚と、そ
れぞれの縮尺に応じた図同士を組み合わせることで、日本の全体図が完成する。





































30.0cm × 30.0cm　サーパス、色鉛筆　2017 年
図 106　“一区画”で収集したモチーフ（赤枠部分がカーブミラー）
図 107　横山麻衣「ギンザ・ラビュリントス」（部分）








































































・Elisabeth Sussman『Keith Haring』　Whitney Museum of American Art　1997 年
























































図 3　　横山麻衣「自画像」　TMK ケント紙、鉛筆　44.0cm × 52.0cm　2008 年
図 4　　ホルスト・ヤンセン「自画像　酩酊」　銅版画　サイズ不明　1964 年
　　　　　　種村季弘・谷川渥・水沢勉・新藤信『画狂人ホルスト・ヤンセン』平凡社　2005 年　p63
図 5　　エゴン・シーレ「男性の立像（/ 自画像）」「Standing Male Figure(Self-portrait)」　
　　　　紙、鉛筆　48.2cm × 31.5cm　1914 年
　　　　　　ジェーン・カリアー『エゴン・シーレ　ドローイング水彩画作品集』和田京子訳
                      新潮社　2003 年　p286
図 6　　サイ・トゥオンブリ「パノラマ」「Panorama」　紙、鉛筆　56.0cm × 76.6cm　1955 年




図 8   　横山麻衣「イースタン・アンド・オリエンタルホテルの絨毯」　藁半紙、色鉛筆、糸
             17.0cm × 35.0cm　2011 年





　　　　　　アンカラ財団美術館（Ankara Vakıf Eserleri Müzesi）、トルコにて筆者撮影　2012 年
図 12　キリム　素材、サイズ、産地、制作年不明
　　　　　　アンカラ財団美術館（Ankara Vakıf Eserleri Müzesi）、トルコにて筆者撮影　2012 年
図 13　絨毯　毛　205.0cm × 160.0cm　アフシャリ産　1960 年代
　　　　　　森沢初『ペルシア絨毯の世界』アートダイジェスト　1988 年　p84　
図 14　キリム　素材、サイズ、産地、制作年不明
　　　　　　アンカラ財団美術館（Ankara Vakıf Eserleri Müzesi）、トルコにて筆者撮影　2012 年
図 15　絨毯　ウール　198.0cm × 135.0cm　セネ産　1860 年頃
　　　　　　三杉隆敏、佐々木聖『ペルシャ絨毯文様事典』柏書房　1990 年　p73





　　　 100.0cm × 80.0cm × 40.0cm　2012 年

















図 29　横山麻衣「落書き」（部分）　ノート、ペン　9.0cm × 14.0cm　2008 年
図 30　イタリアの標識　イタリアにて筆者撮影、2015 年
図 31　キース・へリング「無題」（部分）　紙、アクリル、インク　95.9cm × 125.7cm　1981 年
　　　　　　Elisabeth Sussman『Keith Haring』　Whitney Museum of American Art　1997 年　p30,p31
図 32　「犯人」
　　　　　　青山剛昌『名探偵コナン　27 巻』　小学館　2000 年　p75
図 33　「パチンコパーラー・キング　#2」　サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 34　「パチンコパーラー・キング　#2」（部分）　サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 35　「猫娘」
　　　　　　水木しげる『カラー版　妖怪画談』　岩波新書　1992 年　p153
図 36　横山麻衣「カ」　紙、アクリル、色鉛筆、パステル　116.7cm × 80.3cm　2011 年
図 37　横山麻衣「HUMANITY　a Mother」　リトグラフ、色鉛筆　78.8 × 109.1cm　2015 年
図 38　横山麻衣「HUMANITY　a Mother」（部分）　リトグラフ、色鉛筆　78.8 × 109.1cm　2015 年
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図 39　栗田穣崇（NTT DOCOMO）「絵文字」　1999 年
　　　　　　ニューヨーク近代美術館（Moma）公式ホームページ
　　　　　　https://www.moma.org/collection/works/196070?locale=en　（2017年7月3日 20時6分）









　　　236.4cm × 218.2cm　2016 年
図 44　横山麻衣「Case #2　夜明山」（部分）　紙、色鉛筆、クレヨン、リトグラフ、糸　




図 46　山本基「迷宮」　塩　390.0cm × 800.0cm　2005 年
　　　　　　山口裕美『パワー・オブ・ジャパニーズコンテンポラリーアート』　アスキー　
　　　　　　2008 年　p28
図 47　横山麻衣「海と潮」　サーパス、色鉛筆　30.0cm × 24.0cm　2016 年




　　　　　   榑沼範久訳　 平凡社　2007 年 　p108




　　　　　   榑沼範久訳　 平凡社　2007 年　p108
図 50　横山麻衣「現実」( 部分 )　リングノート、ペン　18.2cm × 12.8cm　2010 年
図 51　横山麻衣「Twilight Zone」　サーパス、色鉛筆、カッティングシート　49.0cm × 50.0cm　
　　　 2016 年
図 52　横山麻衣「Twilight Zone」（部分）　サーパス、色鉛筆、カッティングシート　
　　　 49.0cm × 50.0cm　2016 年
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図 53　「エフェソスのアルテミス」　大理石　約 170cm　125 年～ 175 年　トルコにて筆者撮影　
　　　  2012 年
図 54　「エフェソスのアルテミス」（胸部）　大理石　約 170cm　125 年～ 175 年　トルコ
　　　  にて筆者撮影　2012 年
図 55　「エフェソスのアルテミス」（胴体）　大理石　約 170cm　125 年～ 175 年　トルコ
　　　  にて筆者撮影　2012 年
図 56　X 線図画で描かれた魚　鉛筆　ニューアイルランド　年代不明
　　　　　　レオナード・アダム『原始美術』石田義則訳　大陸書房　1976 年　p.35
図 57　横山麻衣「HUMANITY　playboy」　リトグラフ、色鉛筆　78.8 × 109.1cm　2015 年
図 58　横山麻衣「HUMANITY　playboy」（下部分）　リトグラフ、色鉛筆　78.8 × 109.1cm　
　　　 2015 年




　　　　　　太田幸夫『PICTGRAM DESIGN　ピクトグラム　[ 絵文字 ] デザイン』　柏書房　
　　　　　　1987 年　p.149
図 62　古地図（家屋部分）　素材、年代、サイズ不明　日本（図61を元に筆者が手を加え作成した。）
　　　　　　太田幸夫『PICTGRAM DESIGN　ピクトグラム　[ 絵文字 ] デザイン』　柏書房　
　　　　　　1987 年　p.149
図 63　横山麻衣「心臓都市アルニャート　アルニャート内部」　リトグラフ、色鉛筆　
　　　 130.0cm × 45.0cm　2014 年
図 64　太田幸夫「ピクトグラムによる施設案内図」
　　　　　　太田幸夫『PICTGRAM DESIGN　ピクトグラム　[ 絵文字 ] デザイン』　柏書房　
　　　　　　1987 年　p.149






　　　　　　39.4480473　（2017 年 7 月 26 日 15 時 34 分）
図 67　ドゥッチョ・ディ・ブオニンセーニャ「ルチェライの聖母」 板、テンペラ、金箔　







図 70　横山麻衣「Eyes on you」　サーパス、色鉛筆　30.0cm × 40.0cm　2016 年





　　　 132.5cm × 83.0cm　2015 年
　　　　　　バスティアン・シュウィンド『wei β _wei β _wei β _wei β HELL_HELL_HELL 
　　　　　　dunkel_dunkel schwarz』ウィーン応用芸術大学卒業論文　2015 年
図 73　バスティアン・シュウィンド「デモンストレーション」（左上部分）　インクジェッ
　　　 トプリント　132.5cm × 83.0cm　2015 年
　　　　　　バスティアン・シュウィンド『wei β _wei β _wei β _wei β HELL_HELL_HELL 
　　　　　　dunkel_dunkel schwarz』ウィーン応用芸術大学卒業論文　2015 年
図 74　横山麻衣「ここは狂信者のためのジム」　サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　2016 年
図 75　横山麻衣「ここは狂信者のためのジム」（左上部分）　サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　
　　　 2016 年
図 76　横山麻衣「ここは狂信者のためのジム」（右上部分）　サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　
　　　 2016 年
図 77　横山麻衣「ここは狂信者のためのジム」（右上部分）　サーパス、色鉛筆　49.0cm × 50.0cm　
　　　 2016 年
図 78　横山麻衣「アンキッキ」　藁半紙、アクリル絵具、クレヨン、ペン　51.5cm × 36.4cm　
　　　 2010 年
図 79　横山麻衣「砂漠と夜」（左部分、主線のみ）　リトグラフ　65cm × 45cm　2014 年





図 83　横山麻衣「バステト」　ケント紙、リトグラフ、色鉛筆　40.0cm × 20.0cm　2014 年
図 84　夜の駐車場　神奈川県、藤沢市にて筆者撮影　2016 年
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図 85　横山麻衣「DEPOT」　ケント紙、リトグラフ、色鉛筆、マーカー　79.0cm × 95.0cm　
　　　 2016 年
図 86　横山麻衣「Twilight Zone」　サーパス、色鉛筆、カッティングシート　49.0cm × 50.0cm　
　　　 2016 年
図 87　横山麻衣「Playing Planet」　ケント紙、リトグラフ、色鉛筆　24.0cm × 20.0cm　
　　　 2013 年
図 88　横山麻衣「ナルシス♡ドッグ」　28.0cm × 36.0cm　いずみ紙、リトグラフ　2016 年
図 89　横山麻衣「ナルシス♡ドッグ」（左下部分）　28.0cm × 36.0cm　いずみ紙、リトグラフ　
　　　 2016 年
図 90　横山麻衣「スパム・ピープル」　30.0cm × 40.0cm　サーパス、色鉛筆　2016 年
図 91　横山麻衣「スパム・ピープル」（左端中央部分）　30.0cm × 40.0cm　サーパス、色鉛筆　
　　　 2016 年
図 92　横山麻衣「夜花火」　195.0cm × 255.0cm　サーパス、色鉛筆　2017 年
図 93　ブレた花火　神奈川県、藤沢市にて筆者撮影　2016 年
図 94　横山麻衣「夜花火」（左上部分）　195.0cm × 255.0cm　サーパス、色鉛筆　2017 年
図 95　横山麻衣「夜花火」（中央下部分）　195.0cm × 255.0cm　サーパス、色鉛筆　2017 年
図 96　色鉛筆の筆跡　横山麻衣「夜花火」（中央下部分）　195.0cm × 255.0cm　サーパス、
　　　 色鉛筆　2017 年





図 100　横山麻衣「ギンザ・ラビュリントス」　240.0cm × 240.0cm　サーパス、色鉛筆　













図 105　横山麻衣「ギンザ・ラビュリントス」（部分）　30.0cm × 30.0cm　サーパス、色鉛筆　
　　　  2017 年
図 106　“一区画”で収集したモチーフ（赤枠部分がカーブミラー）
図 107　横山麻衣「ギンザ・ラビュリントス」（部分）　30.0cm × 30.0cm　サーパス、色鉛筆　
　　　  2017 年
